
第 １ ２ ９ 回 事 業 年 度 

 

 

 

行 政 コ ス ト 計 算 財 務 書 類 
 

 

行 政 コ ス ト 計 算 書 

添  付 

民 間 企 業 仮 定 貸 借 対 照 表 

民 間 企 業 仮 定 損 益 計 算 書 

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 

民間企業仮定利益処分計算書 

附 属 明 細 書 

 

 

 

平成２５年４月  １日から 

平成２６年３月３１日まで 

 

 

 

 

 

 

日  本  銀  行 



日  本  銀  行

（単位：百万円）

金      額

Ⅰ 業務費用

仮定損益計算書上の費用

売現先利息 14,603

その他の支払利息 83,928

支払手数料 115

営業経費 187,780

その他経常費用 543

特別損失 257 287,225

（控除）

貸出金利息 △28,092

有価証券利息配当金 △813,787

預け金利息 △29

受入手数料 △10,816

外国為替売買益 △619,432

外貨債券収益 △5,748

外貨投資信託収益 △621

国債等債券売却益 △207

その他経常収益 △87,430

特別利益 △11,076 △1,577,237

業務費用合計 △1,290,012

Ⅱ 機会費用

政府出資金等の機会費用 0 0

機会費用合計 0

Ⅲ 行政コスト △1,290,012

行 政 コ ス ト 計 算 書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

科      目



日  本  銀  行

（単位：百万円）

441,253 86,630,810

1,064,970 132,347,720

現 金 289,849 128,667,874

預 け 金 775,122 3,679,847

6,350,500 1,677,804

208,048,228 149,999

国 債 198,492,113 1,170,217

短 期 社 債 1,874,902 357,588

社 債 3,204,135 13,375,580

そ の 他 の 証 券 ※1 4,477,078 244,770

※2 27,219,927 5,473

電 子 貸 付 27,219,927 0

25,384 198,012

364,254 7,468

取 立 未 済 切 手 手 形 1,626 33,817

預 貯 金 保 険 機 構 出 資 金 225 4,042

国 際 金 融 機 関 出 資 15,278 199,188

政 府 勘 定 保 管 金 65,898 234,479,915

未 収 利 息 　 245,667

そ の 他 の 資 産 35,559 100

※3 203,257 7,105,118

建 物 100,767 2,741,425

土 地 82,831 13

リ ー ス 資 産 7,108 3,339,659

建 設 仮 勘 定 1,398 債 券 取 引 損 失 準 備 金 2,243,349

そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 11,153 外国為替等取引損失準備金 1,096,310

127 1,024,020

権 利 金 127 2,132,769

9,237,986

243,717,901 243,717,901

特 別 準 備 金

任 意 積 立 金

当 期 未 処 分 利 益

そ の 他有 価証 券評 価差 額金

資 産 の 部 合 計 負 債 およ び純 資産 の部 合計

純 資 産 の 部 合 計

無 形 固 定 資 産

有 価 証 券

退 職 給 付 引 当 金

資 本 金

未 経 過 割 引 料 利 息 そ の 他

売 現 先 勘 定

当 座 預 金

リ ー ス 債 務

賞 与 引 当 金

そ の 他 の 政 府 預 金

そ の 他 負 債

民 間 企 業 仮 定 貸 借 対 照 表

金　　　　　額 金　　　　　額科          目 科          目

（平成２６年３月３１日現在 )

（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 け 金 預 金

法 定 準 備 金

貸 出 金

金 銭 の 信 託

利 益 剰 余 金

そ の 他 資 産

そ の 他 の 負 債

有 形 固 定 資 産

金 地 金

そ の 他 の 預 金

政 府 預 金

国 内 指 定 預 金

当 座 預 金

代 理 店 勘 定

( 負 債 の 部 ）

発 行 銀 行 券

( 純 資 産 の 部 ）

負 債 の 部 合 計

未 払 法 人 税 等

未 払 送 金 為 替



日   本   銀   行

（単位：百万円）

1,566,161

841,907

貸 出 金 利 息 28,092

有価証券利息配当金 813,787

預 け 金 利 息 29

10,816

受 入 手 数 料 10,816

626,007

外 国 為 替 売 買 益 619,432

外 貨 債 券 収 益 5,748

外 貨 投 資 信 託 収 益 621

国 債 等 債 券 売 却 益 207

87,430

286,968

98,531

売 現 先 利 息 14,603

そ の 他 の 支 払 利 息 83,928

115

支 払 手 数 料 115

187,780

543

1,279,193

11,076

固 定 資 産 処 分 益 11,076

257

固 定 資 産 処 分 損 257

1,290,012

257,398

1,032,614

△8,593

1,024,020

前 期 繰 越 損 失

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

当 期 未 処 分 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益

当 期 利 益

特 別 利 益

経 常 利 益

民 間 企 業 仮 定 損 益 計 算 書
 （平成25年4月1日～平成26年3月31日）

科     目

経 常 収 益

資 金 調 達 費 用

法人税、住民税及び事業税

役 務 取 引 等 費 用

金      額

経 常 費 用

資 金 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益



日  本  銀  行

（単位：百万円）

金    額

 　　Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期利益 1,290,012

減価償却費 15,006

賞与引当金の増減（△）額 1,282

退職給付引当金の増減（△）額 △541

資金運用収益 △841,907

資金調達費用 98,531

金銭の信託運用損益（△） △87,077

外貨債券収益（△）・費用 △67,542

為替差損益（△） △8,461

固定資産処分損益（△） △10,834

金銭の信託の純増（△）減 △1,327,705

有価証券の純増（△）減 △74,649,257

貸出金の純増（△）減 △1,405,490

発行銀行券の純増減（△） 3,252,535

預金の純増減（△） 74,211,342

売現先の純増減（△） △1,129,913

資金運用による収入 1,416,141

資金調達による支出 △90,183

その他  代理店勘定の増（△）減額 △2,581

       無形固定資産の増（△）減額 10

       その他資産の増（△）減額 △11,043

       その他負債の増減（△）額 △2,756

　　　小計 649,568

法人税等の支払額 △315,988

 　　　　　営業活動によるキャッシュ・フロー 333,581

　　 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 11,325

有形固定資産の取得による支出 △14,212

 　　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △2,886

　　 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金支払額 △5

国庫納付金支払額 △547,222

　　 　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △547,227

　 　Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 8,461

　 　Ⅴ 現金及び現金同等物の増減（△）額 △208,072

　　 Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 1,273,042

  　 Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 1,064,970

キャッシュ・フロー計算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

科    目



 日  本  銀  行

（単位：百万円）

1,024,020

1,033,964

144,850

5

579,395

309,715

外 国 為 替 等 取 引 損 失 準 備 金 309,715

△9,944

民 間 企 業 仮 定 利 益 処 分 計 算 書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

科    目

当 期 未 処 分 利 益

金    額

利 益 処 分 額

任 意 積 立 金

次 期 繰 越 損 失

法 定 準 備 金 積 立 額

配 当 金 （ １ 口 に つ き ５ 円 ）

国 庫 納 付 額
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重要な会計方針 

 第 129 回事業年度 

平成 25 年 4 月 01 日から 

平成 26 年 3 月 31 日まで 

1．有価証券の評価基準及び

評価方法 

有価証券の評価は、円貨建債券（物価連動国債を除く）に

ついては、移動平均法による償却原価法（定額法）、物価連動

国債、株式、指数連動型上場投資信託受益権、不動産投資法

人投資口、外貨建債券及び外貨建投資信託の評価については、

決算日の市場価格等に基づく時価法により行っております。

なお、物価連動国債、株式、指数連動型上場投資信託受益権

及び不動産投資法人投資口の評価差額については、全部純資

産直入法により処理（売却原価は移動平均法により算定）し

ております。 

短期社債、社債、株式、指数連動型上場投資信託受益権及

び不動産投資法人投資口の時価が著しく下落した場合には、

減損処理を行っております。 

金銭の信託の信託財産として保有する有価証券の評価は、

当該有価証券の種類に応じ、上記と同様の方法により行って

おります。 

2．固定資産の減価償却の方

法 

（1）有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、定率法（ただし、平成 10 年 4 月 1 日

以後に取得した建物（建物附属設備を除く）については定

額法）を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建物：3 年～60 年 

動産：2 年～20 年 

（2）無形固定資産 

無形固定資産の減価償却は、定額法により償却しており

ます。 

（3）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固

定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とし、

残存価額を零とする定額法を採用しております。 

3．外貨建の資産及び負債の

本邦通貨への換算基準 

外貨建資産及び負債については、決算日の為替相場による

円換算額を付しております。ただし、国際金融機関出資の換

算は、取得時の為替相場を用いております。 

また、米ドル資金供給オペレーションを行うことに伴い計

上した資産及び負債の換算は、ニューヨーク連邦準備銀行と

の間で行ったスワップ取引に適用する為替相場を用いており

ます。 

4．引当金の計上基準 （1）貸倒引当金 

貸倒引当金は、金融庁の検査マニュアル等の考え方に則

り、次のとおり計上しています。 

過去の一定期間における貸倒実績から算出した貸倒実

績率に基づき計上することとしております。ただし、特定

の債権について政策委員会が特に必要と認める場合には、



 2/8 

 第 129 回事業年度 

平成 25 年 4 月 01 日から 

平成 26 年 3 月 31 日まで 

別途の所要額を計上することとしております。 

（2）退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、事

業年度末における退職給付債務の見込額等に基づき、必要

額を計上しております。 

また、数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存

勤務期間内の一定の年数（10 年）による定額法により、翌

事業年度から費用処理することとしております。 

また、役員については、退職手当の支出に備え、基準に

基づく期末要支給額（163 百万円）を「退職給付引当金」

に含めて計上しております。 

（3）賞与引当金 

従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額の当期

負担額を計上しております。 

5．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

仮定貸借対照表上の「現金預け金」であります。ただし、

当行の場合、発行銀行券は負債の部に計上されるため、キャ

ッシュ・フローの概念が一般企業とは異なっております。こ

のため、キャッシュ・フロー計算の対象となる「現金預け金」

は支払元貨幣（金融機関の求めに応じて払出される貨幣）及

び外貨預け金となっております。 

また、有価証券や金銭の信託は、金融調節や金融システム

安定等の目的で取得・保有していることから営業活動に区分

しております。 

6．機会費用の計上基準 政府出資に係る機会費用の算出に用いた利子率 

      0.64％ 

7．その他の重要な事項 （1）記載金額の表示方法 

記載金額は、百万円未満を四捨五入のうえ表示しており

ます。 

（2）消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込み方式によっ

ております。 

（3）税効果会計 

当行の場合、法定の損益計算書上の税引後利益は、剰余

金の処分を通して準備金や配当に充てられるものを除き、

全て国庫納付金として国庫に納付されることになってお

ります。また、この国庫納付金は、法人税等の課税所得算

定上、損金算入（無税）扱いとなっております。以上から、

当行の場合、課税所得の算定方法が一般企業と異なりま

す。 

税効果会計の目的は、会計上の利益と税務上の課税所得

との間の一時的な差異を調整し、会計上の税引前利益と法

人税等を整合的に対応させるとともに、法人税等の前払・

未払を適切に計上することにあります。 

しかしながら、当行は、税効果会計を採用すると、国庫

納付金制度により税効果会計の目的とは異なる影響が生
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 第 129 回事業年度 

平成 25 年 4 月 01 日から 

平成 26 年 3 月 31 日まで 

じるため、これを採用しておりません。 

なお、法定実効税率と仮定損益計算書での法人税等の負

担率との間の重要な差異は、以下のとおりであります。 

 

法定実効税率                    39.4％ 

（調整） 

国庫納付金                 △ 17.7 

受取配当金等永久に益金に算入され 

ない項目               △  1.1 

所得計算上の加減算額                 7.1 

仮定財務諸表への修正額による影響  △  7.7 

法人税等負担率                   20.0％ 

（4）国庫納付金、配当金及び法人税等 

国庫納付金、配当金及び法人税等は、行政コスト計算財

務書類に基づいて計算されたものではなく、平成 25 年度

の法定の財務諸表から計算された金額であります。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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注記事項 

（仮定貸借対照表関係） 

第 129 回事業年度末 

（平成 26 年 3 月 31 日） 

※1．消費貸借契約（債券貸借取引）により貸し付けている有価証券が、「その他の証券」

中の外貨債券に 508,231 百万円含まれています。 

※2．民間金融機関における当座貸越及び貸付金にかかわるコミットメントに類似する貸出

制度としては、日中当座貸越及び補完貸付制度に基づく貸付けが挙げられます。 

 日中当座貸越は、取引先が差入れている適格担保の合計額を貸越極度額として、当座

勘定及び当座勘定（同時担保受払時決済口）において貸越しを行うものであります。貸

越金の返済期限は業務の終了時としているため、毎営業日の終業時における日中当座貸

越の残高は通常零となっております。 

 補完貸付制度に基づく貸付けは、取引先に対し、取引先が当行に対して予め差入れて

いる適格担保の担保価額を上回らない範囲で、取引先が希望する金額を貸し付けるもの

であります。当事業年度末日の残高は 3,100 百万円であります。 

※3．有形固定資産の減価償却累計額 

     335,610 百万円 
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（リース取引関係） 

（金額単位：百万円） 

第 129 回事業年度 

平成 25 年 4 月 01 日から 

平成 26 年 3 月 31 日まで 

1． ファイナンス･リース取引 

所有権移転外ファイナンス・リース取引 

（１）リース資産の内容 

  有形固定資産 

  主として、ホストコンピュータなどの電子情報処理組織であります。 

（２）リース資産の減価償却の方法 

重要な会計方針「2．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。 
 

2． オペレーティング・リース取引 

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料 

（１）借手側 

     １ 年 以 内  136 

 １ 年 超     58 

合 計       194 

 （２）貸手側 

     １ 年 以 内   2 

 １ 年 超     44 

合 計        45 

 
 

 

 

（有価証券関係） 

 

１．外貨建有価証券 
（金額単位：百万円） 

 第 129 回事業年度末（平成 26 年 3 月 31 日） 

 仮定貸借対照表計上額 当事業年度の損益に 

  含まれた評価差額 

外貨債券 4,426,572 730,933 

外貨投資信託 50,506 17,408 

計 4,477,078 748,341 

 

 

  



 6/8 

２．円貨建債券のうち時価のあるもの 
（金額単位：百万円） 

 第 129 回事業年度末（平成 26 年 3 月 31 日） 

種    類 仮定貸借対 時価 差額  

 照表計上額   うち益 うち損 

短期国債 44,183,394 44,183,037 △358 1,466 △1,824 

国庫短期証券 44,183,394 44,183,037 △358 1,466 △1,824 

長期国債 154,308,719 156,877,490 2,568,771 2,577,914 △9,143 

利付国債２年 18,549,272 18,551,342 2,070 2,416 △346 

利付国債５年 43,305,046 43,372,943 67,897 68,588 △691 

利付国債１０年 57,186,771 57,865,885 679,113 681,375 △2,262 

利付国債２０年 26,600,194 28,254,170 1,653,976 1,657,520 △3,544 

利付国債３０年 2,502,764 2,595,184 92,420 94,223 △1,804 

利付国債４０年 783,698 790,893 7,195 7,692 △497 

変動利付国債 3,962,471 4,028,571 66,100 66,100 0 

物価連動国債 1,418,502 1,418,502 0 0 0 

短期社債 1,874,902 1,874,902 0 0 0 

社債 3,204,135 3,198,111 △6,023 118 △6,141 

計 203,571,150 206,133,540 2,562,390 2,579,498 △17,108 

 

 

（金銭の信託関係） 

（金額単位：百万円） 

 第 129 回事業年度末（平成 26 年 3 月 31 日） 

 取得原価 仮定貸借対 評価差額  

  照表計上額  うち益 うち損 

金銭の信託 

(信託財産株式) 
1,372,809 2,309,780 936,971 956,391 △19,420 

金銭の信託 

(信託財産指数連

動型上場投資信

託) 

2,851,176 3,848,560 997,384 997,384 0 

金銭の信託 

(信託財産不動産

投資信託) 

148,829 192,160 43,332 43,799 △467 

計 4,372,814 6,350,500 1,977,687 1,997,574 △19,887 
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（退職給付関係） 

 

１．退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表 

（金額単位：百万円） 

退職給付債務期首残高 200,700 

勤務費用 4,791 

利息費用 4,014 

数理計算上の差異の発生額      12,852 

退職給付の支払額 △9,356 

過去勤務費用の発生額      ― 

退職給付債務期末残高 213,000 

２．退職給付債務の期末残高と退職給付引当金の調整表 

（金額単位：百万円） 

退職給付債務    213,000 

年金資産        ― 

未積立退職給付債務   213,000 

未認識数理計算上の差異    △13,975 

未認識過去勤務費用       ― 

貸借対照表計上額純額   199,025 

前払年金費用                           ― 

退職給付引当金                     199,025 

３．退職給付費用の内訳 

（金額単位：百万円） 

勤務費用 4,791 

利息費用 4,014 

期待運用収益     ― 

数理計算上の差異の費用処理額 △45 

過去勤務費用の費用処理額 ― 

退職給付費用 8,759 

４．退職給付債務等の計算基礎 
 

割引率 1.6％ 

長期期待運用収益率  ― 

退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 

（注）従業員にかかる退職給付関係の計数を記載しております。 
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（関連当事者との取引） 

 

１．預金保険機構 

会社等の名称 預金保険機構（認可法人） 

住所 東京都千代田区 

資本金又は出資金 

（一般勘定） 455 百万円 

（地域経済活性化支援勘定）13,000 百万円 

（東日本大震災事業者再生支援勘定）18,680 百万円 

事業内容又は職業 

信用秩序の維持に資することを目的に、保険料の収納業務や保険

金及び仮払金の支払業務、資金援助業務、預金等債権の買取り業

務、金融危機への対応のための業務、などを行っている。 

議決権の所有 

（被所有割合） 
該当事項なし 

関係

内容 

役員兼任等 該当事項なし 

事業上の関係 該当事項なし 

取引の内容 一般勘定への出資 貸出 

取引金額 該当事項なし 該当事項なし 

科目 
その他資産の「預貯金保険機構

出資金」 

貸出金の「預金保険機構貸付

金」 

期末残高 150 百万円 なし 

 

２．農水産業協同組合貯金保険機構 

会社等の名称 農水産業協同組合貯金保険機構（認可法人） 

住所 東京都千代田区 

資本金又は出資金 
（一般勘定）300 百万円 

（東日本大震災事業者再生支援勘定）1,320 百万円 

事業内容又は職業 

信用秩序の維持に資することを目的に、保険料の収納業務や保険

金及び仮払金の支払業務、資金援助業務、貯金等債権の買取り業

務、金融危機への対応のための業務、などを行っている。 

議決権の所有 

（被所有割合） 
該当事項なし 

関係

内容 

役員兼任等 該当事項なし 

事業上の関係 該当事項なし 

取引の内容 一般勘定への出資 

取引金額 該当事項なし 

科目 その他資産の「預貯金保険機構出資金」 

期末残高 75 百万円 
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附  属  明  細  書 

 

日  本  銀  行 

 

１．資本に関する事項 

（金額単位：百万円） 

区  分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 摘  要 

資 本 金 100 0 0 100  

うち既発行出

資証券 
出資証券 

（1,000）千口 

100 

（―）千口 

0 

（―）千口 

0 

（1,000）千口 

100 
 

 計 100 0 0 100  

利益剰余金 法定準備金 2,712,623 28,801 0 2,741,425 （注）1,5 

 特別準備金 13 0 0 13 （注）2 

 債券取引損失準備金 2,243,349 0 0 2,243,349 （注）3 

 
外国為替等取引損失

準備金 
794,500 301,810 0 1,096,310 （注）3,4,5 

 計 5,750,485 330,611 0 6,081,097  

（注）1．日本銀行法第５３条第１項及び第２項の規定に基づき、損失の補てん又は配当に充てるために積

み立てた準備金であります。 

   2．戦後の金融機関再建整備促進のため、大蔵大臣命令により他の金融機関とともに昭和２０年上期

から昭和２４年上期までの間支払停止した配当金の相当額を日本銀行法の一部を改正する等の法律

（昭和２２年法律第４６号）附則の規定により積み立てた準備金であります。 

   3．日本銀行法施行令（平成９年政令第３８５号）第１５条、日本銀行法施行規則（平成１０年大蔵

省令第３号）第９条から第１１条及び当行の会計規程（平成１０年１０月９日 政策委員会決定）第

１８条の規定に基づき計上した債券取引損失引当金及び外国為替等取引損失引当金については、本

財務書類において、債券取引損失準備金及び外国為替等取引損失準備金として計上しております。 

   4．外国為替等取引損失準備金の増加額は、前期（平成２４年度）の法定財務諸表における外国為替

等に係る損益の５０％に相当する金額を積み立てたものであります。 

5．当期増加額又は減少額は、前期（平成２４年度）決算の利益処分に伴う積立て又は取崩しによる

ものであります。 
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２．資産及び負債に関する事項 

（１）有価証券の明細 

（金額単位：百万円） 

区  分 期首残高 期末残高 期中増減高 摘  要 

短期国債 34,006,385 44,183,394 10,177,009  

 国庫短期証券 34,006,385 44,183,394 10,177,009  

長期国債 91,460,322 154,308,719 62,848,397  

  利付国債２年 19,094,650 18,549,272 △545,378  

  利付国債５年 22,163,404 43,305,046 21,141,642  

  利付国債１０年 28,999,724 57,186,771 28,187,048  

 利付国債２０年 16,082,742 26,600,194 10,517,452  

 利付国債３０年 769,299 2,502,764 1,733,465  

 利付国債４０年 18 783,698 783,680  

  変動利付国債 3,110,219 3,962,471 852,252  

  物価連動国債 1,240,266 1,418,502 178,236  

短期社債 1,245,716 1,874,902 629,186 （注）1 

社債 2,887,292 3,204,135 316,842 （注）2 

外貨債券 4,202,430 4,426,572 224,143  

その他 47,169 50,506 3,337 （注）3 

計 133,849,314 208,048,228 74,198,914  

（注）1．｢短期社債｣は、短期社債、保証付短期外債、資産担保短期債券及び短期不動産投資法人債でありま

す。 

2．「社債」には、不動産投資法人債が含まれております。 

3．｢その他｣は、外貨投資信託であります。 

 

（２）事業資産等の明細 

＜貸出金＞ 

（金額単位：百万円） 

区  分 期首残高 期末残高 期中増減高 貸倒引当金残高 摘  要 

電子貸付 25,814,437 27,219,927 1,405,490 0  

補完貸付 1,000 3,100 2,100 0  

共通担保資金供給オペレ 

ーションによる貸付金 
25,486,067 26,310,733 824,666 0 （注） 

成長基盤強化を支援する

ための資金供給（米ドル資

金供給に関する特則）によ

る貸付金 

327,370 906,094 578,724 0  

計 25,814,437 27,219,927 1,405,490 0  

（注）「共通担保資金供給オペレーションによる貸付金」の期末残高には、固定金利方式の共通担保資金供給

オペレーションによる貸付金の残高（14,149,900 百万円）、「貸出支援基金」の運営として行う成長基盤

強化を支援するための資金供給による貸付金（米ドル資金供給に関する特則による貸付金を除く。）の残

高（3,230,733 百万円）、被災地金融機関を支援するための資金供給オペレーションによる貸付金の残高

（380,500 百万円）及び「貸出支援基金」の運営として行う貸出増加を支援するための資金供給による

貸付金の残高（8,549,600 百万円）が含まれております。 
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＜貸倒引当金＞ 

該当事項はありません。 

 

（３）固定資産（事業資産を除く）の取得、処分及び減価償却費の明細 

（金額単位：百万円） 

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 減価償却累計額又は 差引期末残高 摘  要 

     償却累計額 当期償却額   

有形固定

資産 

土 地 ─ ─ ─ 82,831 0 0 82,831 （注）2 

建 物 ─ ─ ─ 404,751 303,984 8,789 100,767 （注）2 

 リース資産 ─ ─ ─ 13,539 6,431 3,597 7,108 （注）2 

 動 産 ─ ─ ─ 36,349 25,196 2,620 11,153 （注）1,2 

 建設仮勘定 ─ ─ ─ 1,398 0 0 1,398 （注）2 

 計 ─ ─ ─ 538,868 335,610 15,006 203,257  

無形固定

資産 

権利金 ─ ─ ─ 952 826 13 127 （注）2 

計 ─ ─ ─ 952 826 13 127  

（注）1．動産は、仮定貸借対照表科目では「有形固定資産」の「その他の有形固定資産」に計上しておりま

す。 

2．有形固定資産及び無形固定資産の金額は資産総額の 100 分の 1 以下であるため、「期首残高」、「当

期増加額」及び「当期減少額」の記載を省略しております。 

 

（４）長期借入金及び債券の明細 

該当事項はありません。 

 

（５）退職給付引当金の明細 

（金額単位：百万円） 

区   分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

   目的使用 その他  

退職給付引当金 199,729 8,815 9,356 0 199,188 

 

（６）その他の引当金の明細 

（金額単位：百万円） 

区   分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

   目的使用 その他  

賞与引当金 2,761 4,042 2,761 0 4,042 

 

（７）その他の主要な資産負債の明細 

＜資産＞ 

該当事項はありません。 
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＜負債＞ 

（金額単位：百万円） 

区  分 期首残高 期末残高 期中増減高 摘  要 

発行銀行券 83,378,275 86,630,810 3,252,535  

一万円券 76,440,768 79,371,103 2,930,334  

五千円券 2,818,242 3,093,643 275,401  

二千円券 201,427 198,639 △2,787  

千円券 3,765,349 3,816,278 50,929  

その他の発行銀行券 152,489 151,148 △1,342 （注）1 

預金 58,320,053 132,347,720 74,027,667  

当座預金 58,128,930 128,667,874 70,538,944  

当座預金 55,480,786 124,724,971 69,244,185 （注）2 

別口当座預金 2,648,144 3,942,903 1,294,759 （注）3 

その他の預金 191,123 3,679,847 3,488,723 （注）4 

（注）1．「その他の発行銀行券」とは、上記４券種以外で現在も有効な五百円券､百円券､五十円券､十円券､

五円券及び一円券の合計であります。 

      2．内訳の「当座預金」とは、金融機関（短資業者、証券金融会社を含む。）から受け入れた預金であ

ります。 

      3．「別口当座預金」とは、金融商品取引業者等金融機関以外の先から受け入れた預金であります。 

      4．「その他の預金」とは、外国中央銀行等から受け入れた預金であります。 

 

（参考１）「資産買入等の基金」による買入資産等の明細 

（金額単位：百万円） 

区  分 期首残高 期末残高 期中増減高 摘  要 

短期国債 16,448,874 ― ―  

国庫短期証券 16,448,874 ― ―  

長期国債 28,133,754 ― ―  

利付国債２年 16,596,220 ― ―  

利付国債５年 8,704,570 ― ―  

利付国債１０年 2,818,722 ― ―  

利付国債２０年 14,242 ― ―  

短期社債 1,245,716 ― ―  

社債 2,887,292 ― ―  

金銭の信託（信託財産指数連

動型上場投資信託） 
1,544,001 ― ―  

金銭の信託（信託財産不動産

投資信託） 
118,972 ― ―  

共通担保資金供給オペレー

ションによる貸付金 
21,698,300 ― ―  

計 72,076,909 ― ―  

（注）「資産買入等の基金」は、量的・質的金融緩和の導入に伴い、平成２５年４月４日をもって廃止したた

め、期末残高及び期中増減高は、「―」としております。なお、同基金廃止後、同基金による買入資産等

は、仮定貸借対照表の該当科目の残高に引続き含まれております。 
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（参考２）「貸出支援基金」による貸付金の明細 

（金額単位：百万円） 

区  分 期首残高 期末残高 期中増減高 摘  要 

成長基盤強化を支援するた

めの資金供給 
3,684,337 4,136,827 452,490  

貸出増加を支援するための

資金供給 
0 8,549,600 8,549,600  

計 3,684,337 12,686,427 9,002,090  

 

３．主な費用及び収益に関する事項 

  役員及び職員の給与費の明細 

（金額単位：百万円） 

区   分 金   額 

役員給与 341 

職員給与 34,673 

賞与引当金繰入額 4,042 

退職給付引当金繰入額 8,815 

計 47,871 

 

４．勘定間の結合に関する事項 

該当事項はありません。 

 

５．子会社等の連結に関する事項 

該当事項はありません。 


